
農林中金総合研究所は，農林漁業・環境

問題などの中長期的な研究，農林漁業・

協同組合の実践的研究，そして国内有数

の機関投資家である農林中央金庫や系

統組織および取引先への経済金融情報

の提供など，幅広い調査研究活動を通じ

情報センターとしてグループの事業を

サポートしています。

森林と林業・山村

――国家百年の計――

日本の森を，ふたたび野生動物の棲める豊かな森に戻したい。そんな思いで長野県黒姫

に小さな森を買い，再生活動に取り組んでいる人物がいる。C.W.ニコル氏である。テレビ，

新聞，雑誌等でときおり顔を出すのでご存じの方も多いと思う。昨（05）年12月，ニコル

氏の活動を支援している人々のささやかな集いが東京で開催され，そこで私はニコル氏の

話を直接うかがう機会を得た。ニコル氏の話はすべて印象深いものであったが，ひとつだ

け紹介させていただけば，「日本の森林は世界に類を見ないほど美しく，貴重なものであ

る」ということである。世界中の自然を身近に見てきたニコル氏の言葉には十分すぎるほ

どの重みがあった。

日本は世界的な多雨地帯であり，西日本中心の照葉樹林，東日本中心の落葉樹林，北海

道の亜寒帯，沖縄の亜熱帯樹林など，世界でも稀有
け う

な豊かな植生分布を元来は持っていた。

このような風土的背景のなかで，日本の文化や日本人のメンタリティーがはぐくまれ，今

日の日本と日本人が形成されてきた。山と対峙
たいじ

するときある種の畏敬
いけい

の念を抱く日本人は

少なくないのではないか。山や森林への親しみと畏怖
い ふ

を多くの日本人が共有しているよう

に思われる。山や森林は日本文化の基盤といえるものであり，人々の関心も高い。

ところが，日本の林業のことになると，多くの人の関心は薄れる。日常生活のなかで農

業が話題に上がることはあっても，林業が話題にのぼることは極めて少ない。

「木が育つには60年はかかる。わしが木を植えるのは孫の世代のためだ」。36年前，岩手

県の山深い村で古老が語ってくれた話を今も思い出すときがある。１年１年が勝負の農業

と60年かけて育てる林業では時間の刻みが違う。それまでそういう刻みで物事を考えたこ

とがなかった若僧の私には，古老の言葉が妙に心に響いた。

しかし，本号田中論文で詳細にふれられているように，日本の森林・林業は“まさに存

亡の危機”にある。木材価格の下落，木材生産業としての林業の採算の悪化，林業の担い

手問題，製材業等木材産業の衰退，拡大造林による自然林の人工林化，国や自治体の財政

難に伴う補助や支援の減少など問題は山積している。

林業や山村が衰退することは森林が荒廃することであり，森林が荒廃することは林業や

山村が衰退することである。我々は長期的なビジョンと現実的な方法論をもって子々孫々

に至るまでこの日本の貴重な自然資産を引き継いでいかなければならない。田中論文では

改革の方向性として，まず，森林・林業問題を単に森林所有者の経営問題や「業」の問題

とするのではなく，広く国民に共通する問題としてとらえなおす必要性を説いている。そ

して，林業政策という産業政策から森林総合政策への転換，森林は木材生産のための私的

財という認識から多面的機能を発揮する公共財という認識への切り換え，人工単一樹種針

葉樹単層林だけでなく自然林・混交林・複層林も合わせて形成すること，さらに，野生生

物の生息・生地を守る営みを優先させる森林地域の確保，国産材の利用拡大など示唆に富

む提言とヒントが整理された形で提示されている。国家百年の計を考えるつもりで，じっ

くりと腰を据えて論文を読んでいただきたいと願っている。

（（株）農林中金総合研究所取締役調査第一部長　鈴木利徳・すずきとしのり）

今 月 の 窓

99年4月以降の『農林金融』『金融市場』

『調査と情報』などの調査研究論文や，『農林

漁業金融統計』から最新の統計データがこの

ホームページからご覧になれます。

また，メールマガジンにご登録いただいた

方には，最新のレポート掲載の都度，その内

容を電子メールでお知らせするサービスを行

っておりますので，是非ご活用ください。

農中総研のホームページ http://www.nochuri.co.jp のご案内

＊2006年４月のHPから一部を掲載しております。「最新情報のご案内」や「ご意見コーナー」もご利用ください。

【農林漁業・環境問題】

・バイオマス資源活用の現状

――木質ペレット製造業の事例を中心に――

・漁業再編における政策対応

・都市農業（地域レベル）の推移と実態

――都市農業を考える②――

【協同組合】

・独仏協同組合の組合員制度

【組合金融】

・住宅ローンの伸長に向けた農協の取組み

――３つの農協の取組事例――

【国内経済金融】

・政策金融改革－３

――民営化される日本政策投資銀行と商工組合中央金庫――

・金融機関における環境問題・CSRの取り組み－６

―― ISO14001で環境保全と人材育成を行うみちのく銀行――

・金融コングロマリットの形成と今後の展望

・金融機関の住宅ローン獲得力強化の動き

――非金利競争力を向上させるために――

・自動車ローンの現状と課題

・金融教育の現状と課題

――金融機関が取り組む意義――

・銀行の消費者ローン戦略

【海外経済金融】

・フランスの貯蓄銀行（ケス・デパルニュ）の地域貢献

本誌に掲載の論文，資料，データ等の無断転載を禁止いたします。
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